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１．緒 言

台風時舵故障に依り船体を風に立てられず横波を受けて顛覆した小型船舶の例はかなり

多い．之に対し浅井氏（1956)')は太いロープをＵ型にして船たけの３，４倍の長さ，船尾か

ら垂して進めば有効であることを提唱して居られるが未だ実験的にも理論的にも確たる裏

付のないためロープの効果に対し，船舶運用者の意見もまちまちである．現在等閑に附さ

れた小型船舶の海難防止への一策として漁具利用の格別費用を伴わない本法の有効'性を学

理的に又経験的に確定，緊急避難時の操船者に有力な武器を与えようとするものである．

著者はこうした意味での模型実験は従来も行われたことがないことを知り,本報では予備

実験の意味で本学回流水槽を利用し静止中及び航進中Ｌｐｐｌｍ模型に予め人為的にある偏

角を与え，之を手放した時ロープの有無でｙａｗｉｎｇの振幅及び周期がどの様に減衰するか

を視察し簡単な計算に依りその効果を調べた．

２．実船資料

昭和32年10月29日付け朝日新聞に依れば和歌山県東牟婁郡那智勝浦町,長尾一雄氏所有

の鮪漁船第五清宝丸（Ｇ､Ｔ,９６ｔｏns)一大西修船長等２１人乗組一は昭和32年10月25日朝

から夕刻にかけて風速４５～50ｍ/sec，瞬間最大６０ｍ/seｃの猛台風（19号）にまき込ま

れている最中に舵故障し，一時危険にひんした．即ち気圧は正午過ぎから965ｍｂに下り

船体は40.に傾いた．このときへさきを越した大波に甲板員が６人も一度にたたきつけら
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れ一人は前歯を３本も折ったり海に投出されるものもある始末．船長はこの際舵の代りに

延縄（鮪に餌をつける縄，１本の長さが約３６０，余）380本を次々 に海に投げて風上に船
首を立てながら舵を応急修理して沈没を免れたという．上記記事に就いて著者等が更に聞
き取り調査の結果次の事実が判明した．

船主長尾一雄（第五清宝丸船頭）

船名第五清宝丸

主要寸法長さ22.44,,幅5.03ｍ，深さ2.40ｍ

総噸数69.51tons，純噸数35.15tons

従業制限第２種鮪延縄漁業（94.E～180.E,１３°Ｎ～63.Ｎ）

乗組員２ ３名

無線設備（無線機１，無線電話１）

端 艇１

当時の外況

気圧995ｍb,風速５０～60ｍ/sec,平均３０ｍ/sec,波浪３０～40ｍ

舵故障の原因

左右舷より猛烈な風浪に叩かれ舵を持ち応えることが出来ず手を離した瞬間衝撃で
ラック欠損し操舵不能となる．

操舵不能後の処置

猛風浪に備え本船は当初から船首を立て機関全力運転シーアンカー２個を使用した．

但しこの時期は舵故障の前か後かは分明でない．しかしながらロープが直ぐ切断した

ため実際上シーアンカーは役に立たなかった．このとき常用綿糸延縄を左右両舷より

海上へ流し込み所謂「タラシ」を行なった．この場合枝縄一本一本でなく之をそのま

ま数本宛流しその左右合計は持合せ分350～380鉢従って片舷約180鉢宛流したことに

なる．この際従来恐れられていた縄がPropellerに捲きつくであろうという危険は全

然なかった．但し流した延縄は直ぐ次々 と切られて了い最後に手許に残ったものは何

程もなかった．かくして風上に船首を立てることが可能となりその間に舵の応急修理

を行ない一船，漸く事無きを得た．元来勝浦辺の鮪船はこのような場合常に延縄を流

すのが例で「タラシ」と言いその効果も顕著で今は常識的なものとなっている由,小型

船の場合は海錨より反って有利という．

3．抵抗並びに振動予備試,験

問題の性質上方向安定性に対する放流ロープの効きを確かめる目的で模型実験を先行し

た．実験水槽としては本学大型対称式回流水槽2)'3)を利用，模型として漁業練習船｢敬天丸」

(ＧＴ,265tons,Ｌｐｐ３５､5ｍ,Ｂｍ１ｄ７,00,,,,,.2.85ｍ)4）のＬｐｐｌｍを用い，その船

尾にロープなし，直線型ロープ付き（実物換算，直径約10,7ｃｍ,長さ１４２，，４本)，Ｕ字

型ロープ付き（前記ロープ４本をＵ字型に使用,従って見掛上前記の略々弛長さ）の三状

態に於て流速夫々 実船換算3.01knots，3.60knots，4.39knots，5.09knotsの抵抗試験

並びに振動試験を行なった．その経過は次の通りである，

船舶の状態：満載出港状況
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実船ｄｆ２．４６，，．ｍ2.99ｍ，ｄａ3.52ｍ，△522.8tons

模型ｄＥ6.93ｃｍ，ｄｍ8.40ｃｍ，ｄａ9.92ｃｍ，△11.679ｋｇ

i）抵抗試験通常の回流水槽に於ける船型試験要領に従った．ロープの取付状態はFig．
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１の通りである．測定せられた抵抗値をＴａｂｌｅｌに示す．
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ＧＥ14.6cｍ

初期張力１２ｇｒのバネを介して抑える．航進しながら或る偏角を

yawingをしながら次第に振幅を減ずる．次に資料の一例を示す．

与えて放すと船は

ｂ
，
、
。
‐
・
ｂ

1

45cm

Ｆ
ｐ

ﾛ ‐
臼
Ｏ
画
障
、

５０cｍ －５０cIr

，ノ、

LＱ

＃
．

､

ＨＡ Ｈ

－－~Ｐ
『
」

腹

､

bｌ６０ｃｍ ９，

0

画

､Ｐ
レー

ｌ
感

八
曲
い
・
‐

ｌ
催
‐隈

０４．２５ 3.6
HalfPeriod（sec）

℃ nＧ

⑧
〆
、
．
Ｊ
《
Ｖ
ｖ
，
悌
甲
．
‘
、
。
勺

ｑ
・
〈
ｖ
Ｄ
ｏ
０
■
、

§ご鰹綴:：
〆イイ弓帝

.！。 日 Ｆ

2 ０ ７ ． ５ ３ １ ０ ． ５ ０

Ｄ/Ｅ10.2cｍ

YawingAngle（｡）

ｌ
Ｌ

ＤＤ, ，

Ｄ/，7.7cｍ

ｕノ舟
１
〃

し
‐
ザ CＥ1.2cｍ

IＤ

Ｆｉｇ．２．Ｔｈｅａｐｐａｒａｔｕｓｆｏｒｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｏｆａｎｇｌｅａｎｄｈａｌｆｐｅｒｉｏｄｏｆｙａｗｉｎｇ．

Table2a，Yawingunderrestcondition．（〃：０ｍ/sec）

t３ｔ４ｔ、垣
一
鉦 3.8

tＯｔｌ

ＷｉｔｈｒｏＰｅｏｆ

Ｕ－１ｉｎｅｔｙｐｅ

Ｈ

０ ０１０２８８ β、６４

０．５

０４．２５３．７３．２５

2０７．５３１
YawingAngle（｡）

2０７．５ 3.5

ｔ２

１ 、

Ｗｉｔｈｏｕｔｒｏｐｅ

６０ ６２ ６３６ １８４６，

4.1

哩
一
燕

ｔＯｔ］ t３ｔ４ｔｎ

HalfPeriod（sec）

t、

０４．２５３．７５３．４５３．３５３．６

上Ｏｔｌｔ２ｔ３

８０ ６１６２６８６４６，
YawingAngle（｡）Ｗｉｔｈｒｏｐｅｏｆ

ｓｔｒａｉｇｈｔ
ｌｉｎｅｔｙｐｅ

ＨａｌｆPeriod（sec）

÷.F重重_諸iF"｜ＮＩ
Ｔ－．－－－三一ＥＺノ



13.75

５．２５

２．０

０．７５

奈良迫・竹田：小型漁船に於ける仮舵用放流ロープの効きに就て－１

Ｗｉｔｈｒｏｐｅｏｆｓｔｒａｉｇｈｔｌｉｎｅｔｙｐｅ

169

－１ Ｕ

Ｔａｂｌｅ２ｈＤａｍｐｉｎｔｈｅｙａｗｉｎｇａｎｇｌｅｕｎｄerrestcondition．（2ﾉ：０ｍ/sec）

－５

２０

一再Ｆ…一再一

１５

ＯＩＯ

Ｗｉｔｈｏｕｔｒｏｐｅ

lＣ

4６（｡）β（。） ６ｍ（｡）

2０

Under…tcondltﾕoｎ（Ｖ･ﾂ生c）

１貝

2０

７．５

３．５

１．０

０．５

０
１
２
３
４

（
〃
８
６
《
″
（
″

12.5

４．０

２．５

０．５

13.75

５．５

２．２５

０，７５

０
１
２
３

６
８
６
０

Ｆｉｇｏ３ａ・ＴｈｅｄａｍｐｌｎｇｃｕｒｖｅｓｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｅｌｒｅｃｔｏｆｔｒａｉｌｒｏｐＧｏｎｙａｗｉｎｇ
ｕｎｄｅｒｒＧｓｔcondition．

Ｏ－ＯＷｉｔｈｏｕｔ，ｒｏｐｅ

←－△Wit’、］r,ｏｐｅｏｆｓｔ,raiEjlt，ユユｎｅｔ,yPe

Xr----xW土地ropeoFU-ﾕﾕneもyPe

５
０
５

■
■
巳

０
７
３
１
０

２
０
１
２
３
４

９
６
６
６
０

５
５
０
５

９
●
寺
』

２
４
２
０

１

５

ＷｉｔｈｒｏｐｅｏｆＵ－１ｉｎｅｔｙｐｅ

13.75

５．２５

２．０

12.5

４．５

２．０

2０

７．５

３

１



1０

鹿児島大学水産学部紀要第１１巻第２号（1962）

ユＦ

170

同

２Ｃ

↑

△6．

『
Ⅸ

（
〕

↑
汚

（
） ＷﾕthoutjroPe

Vﾕ地ropeorBtraight皿netype

W1thropeQfU-ユユｎｅｔｙｐｅ
1５

Und・rrestoonditi｡ｎ(Ｖ鐸c）

１０

ａｎｇｌｅｃｕｒｖｅｓｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｔrai］ｒｏｐｅｏｎ
ｒｅｓｔｃｏｎｄｉｔｉｏｎ．

５

ヴ

八

ー ＝

０ ５

１５

○

ｔ（seｃ）

Fig.３b・Ｔｈｅｄｅｃｌｉｎｉｎｇ
ｙａｗｉｎｇｕｎｄｅｒ

夕Ｘ△

Ｏ－ＯＷｉｔｈｏｕｔＸ１ｏＤｅ

←一心Ｗ１ｔｌｒ１ェ､opeofstraightl1netyPe

x誇ー ｰー ｘーＷﾕthropeoEU-unetype

Ｕ ５ｍﾕ５

－＝

OwLo

Fig、３c、Theextinctioncurvesshowingtheeｆｆｅｃｔｏｆｔｒａｉｌｒｏｐｅｏｎｙａｗｉｎｇ
Ｕｎｄｅｒｒestcondition．

〆

１０

Ｕｎｄｅｒｒｅｓｔ

や



171奈良迫・竹田：小型漁船に於ける仮舵用放流ロープの効きに就て－１

Ｆｉｇ．４a、Ｔｈｅｄａｍｐｉｎｇｃｕｒｖｅｓｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｔｒａｉｌｒｏｐｅｏｎ
ｙａｗｉｎｇｕｎｄｅｒｒｕｎｎingcondition（Ｖ：031ｍ/sec)．

』ＬＬ

Table3a、Yawingunderrunnmgcondition．（〃：0.31ｍ/sec）

t，（ｓeｃノ

1５
ロ

Ｊ

ロ

ハ
雷
叩
ｖ
）

βr，６１

１

助
加
一
ｍ

YawingAngle（｡）
Ｈ

Ｗｉｔｈｏｕｔｒｏｐｅ

１

５

、

ｔ１

１０．８５

６１

１

ｔｎ

2．１

０，

０

HalfPeriod（sec）

１

、

(ｖＱ３ｌ蜂c）

じｙｐｅ層

００

２０
YawingAngle（｡）

Ｗｉｔｈｒｏｐｅｏｆｓｔｒａｉｇｈｔｌｉｎｅｔｙｐｅ

4６（｡）6ｍ（｡）

tｎtｌtＯ

Ｏ

８０

２０

HalfPeriod（sec）

池
一
別
１

恥
一
命
０

識
一
的
－
１

2０

１ＷｉｔｈｒｏｐｅｏｆＵ－ｌｉｎｅｔｙｐｅ

YawingAngle（｡）

ＷｉｔｈｒｏｐｅｏｆＵ－ｌｉｎｅｔｙｐｅ

10.5

ｔ、

3.1

ｔ１

６．８５

tｏ

ｏ
HalfPeriod（sec）

1９００

０１

Table3b・Ｄａｍｐｉｎｔｈｅｙａｗｉｎｇａｎｇｌｅｕｎｄｅｒｒｕｎｎｉngcondition．（〃：0‘３１ｍ/sec）

④一ＯＷｉｔｈｏｕｔｒｏＰｅ

←一ＡWit,ｈｒ,opeorstra土ｇｈｔﾕﾕnetyPe

1０．５ 1９６０
ＷｉｔｈｒｏＰｅｏｆｓｔｒａｉｇｈｔｌｉｎｅｔｙｐｅ

６，

2０

１

Ｗｉｔｈｏｕｔｒｏｐｅ

Ｏ；

10.5 1９０
１

６
６



o誕妊｡

鹿児島大学水産学部紀要第11巻第２号（1962）

）1５

Fig.４b･Thedeclininganglecurvesshowingｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｔｒａｉｌｒｏｐｅｏｎ
ｙａｗｉｎｇｕｎderrunningcondition（Ｖ：0.31ｍ/sec)．

2０

０－０WﾕｔｈｏｕもroPe

←－△Withropeoi，straight ｌｉｎｅｔ yｐｅ

洋一一一匂ＸＷ土ｔ、 ｏｐｅｏｒＵ－ユユnetypeｒ

Ｉ
Undgrrunningcondition（Ｖ

172

ｔ,（日ｅｃ）

以上静止中に於てはＵ字型ロープを付けた場合ｙａｗｉｎｇ角の減衰が若干早い傾向がある

が一般的には流水抵抗が働かないためロープはそのまま船尾直下に垂れて了うのでその効
果は認められない．次に航進中の減衰状態を見ると200r・ｐｍ.（0.26ｍ/sec，実船換算３．０１

knots）の場合００→０，の折にｙａｗｉｎｇ角及び半周期の著るしい減衰が見られ,特に20.,24°

と大きい偏角を与えた折にロープの効きが明らかとなってくる．250r､ｐ．ｍ．（0.31ｍ/sec，
実船換算3.6ｋnots）の場合偏角の差はないが半周期が短かくなりロープの効果が現われ

る．300r・ｐ．ｍ．（0.38ｍ/sec,実船換算4.39ｋnots）の場合ロープなしでは偏角１２°迄方向
安定性が正となるが直線型ロープの場合偏角１５°迄，又Ｕ字型ロープ°のとき偏角２４°迄正
となる．350ｒ・ｐ．ｍ．（0.44ｍ/sec,実船換算5.09ｋnots）の場合ロープなしで１．，直線型ロ

ープで３°，Ｕ字型ロープで１２｡迄正となる．以上実験の何れの場合も定性的にはＵ字型ロ

ープが最もその効果が著るしい、尚５konts以上ではそれ程ロープの効果は著るしくな
い．

１０

匡
三

ｄＪｂ
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４．考察

船が舵を中央にして直進中に外から何らかの力を受けて航路からそれ始めたとき外力を

取り去ってからも益々方向を転じていくものを方向不安定,それに反し徐々に一定方向に落

着くものを方向安定といい，操縦性能上の重要な性質である元良氏（1946,1957)6),7),8)は

之を静的安定性と動的安定性とに別け，前者に対しては６Ｎ/８６＜Ｏなることを要求し，後

者に対してはql2-4q2＞0,ｑ２＞0,'1/ql2-4q21＜ql(非周期的）を要求している．こ上で

は一応理論的な取扱いを避け全く実験的，経験的に資料を取り扱った．即ち船を或る一定

速度で航進させ，そのとき偏角，角速度（スプリング初期張力）にある値を与え，それが

時間とともにある一定方向に収束した場合を安定と考える．

抵抗実験で認められるように航進中のロープに依る抵抗増加はＵ型，直線型，及びロー

プなしの順であり，之から安定性への寄与も充分予想される所であるが振動実験に於てもＵ

型が最も方向安定性への寄与が著るしい、尚５knots以上での安定性減は船首波，船尾波

の干渉のための水圧中心の前後移動に依るものと思われる．

５．結言

未だ予備実験の範囲を脱していないけれども筆者等の放流ロープの模型実験結果に依っ

ても或る限界の風速迄は仮舵としての有効性が大きく認められる．即ちＧ､Ｔ､２６０tons級鮪

延縄船では風圧に依る表層流のため放流ロープの対水速度３knots以上では一般に速力の

大きい程ロープの利きは大でありしかも直線状ロープで有効偏角１５．，Ｕ字型ロープで２４．

の如くかなりの方向安定性が認められ且つｙａｗｉｎｇの減衰周期も後者が著るしく早いよう

である．但し対水速度５knots以上ではロープの効きは余り認められない．

奈良迫・竹田：小型漁船に於ける仮舵用放流ロープの効きに就て－１
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6）

7）
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